第１号様式（第２条関係）
専用水道布設工事確認申請書
年　　月　　日
鹿屋市長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　設置者
        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 法人又は組合にあっては主たる事務所の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 所在地及び名称並びに代表者の氏名
                  専用水道布設工事の確認を受けたいので、水道法第33条第１項の規定により次の関係書類を添えて申請します。
１　工事設計書
２　厚生労働省令で定める書類及び図面                            
  (1) 居住に必要な水の供給を受ける者の数を記載した書類
  (2) 居住に必要な水の供給が行なわれる地域を記載した書類及び図面
  (3) 水道施設の位置を明らかにする地図
  (4) 水源及び浄水場の周辺の状況を明らかにする地図
　(5) 主要な水道施設（次号に掲げるものを除く。）の構造を明らかにする
　　平面図、立面図、断面図及び構造図
  (6) 導水管きょ、送水管並びに配水及び給水に使用する主要な導管の配置状　　況を明らかにする平面図及び縦断面図

専用水道敷設工事確認申請書添付書類
１　水道法施行規則第21条による書類
(1) 水の供給を受ける者の数を記載した書類
(2) 水の供給が行われる地域を記載した書類及び地図
（図面は1/10,000～1/25,000）
(3) 水道施設の位置を明らかにする地図
（地図は1/10,000～1/25,000として、取水，導水浄水配水等各施設の配置
を明示すること。）
(4) 水源及び浄水場の周辺の概況を明らかにする地図
(5) 主要な水道施設（管きょを除く）の構造を明らかにする平面図、立面図、
断面及び構造図
（図面は1/100～1/500とするが、構造詳細図については1/10～1/100）
(6) 導水管きょ、送水管並びに配水及び給水に使用する主要な導管の配置状況
を明らかにする平面図及び縦断面図
（平面図は1/1,000～1/10,000、縦断面図は縦1/200～1/400、横1/1,000～
1/5,000とする。）
作成上の注意事項
　　図面は、次の要領により整備するものとする。
ア　図面の目録をつけること。
イ　国土交通省国土地理院の地形図を用いる場合のほかは、実測図面である
こと。
ウ　各図面の右隅には、図面番号、事業名、表題、縮尺及び事業者名を記載
すること
エ　図面中に記載する施設の名称は、水道法及び水道施設設計指針・解説に
用いられている用語を使用すること。
オ　既設と拡張部分は、色分け又は線の太さ、種類を変える等により明確に
区分すること。
２　工事設計書
　(1) １日最大給水量及び１日平均給水量
１人１日最大給水量　　      　　リットル
１日最大給水量　　　　　　　    立方メートル
１人１日平均給水量　　　　　    リットル
１日平均給水量　　　　　　　    立方メートル
　(2) 水源の種別及び取水地点
（番地まで記載すること）
(3) 水源の水量の概算及び水質試験の結果
ａ　水量の概算（取水可能な最大量と計画取水量との関係を明確にする。）
                （例　揚水試験結果書、地質柱状図、流量調査表）
ｂ　水質試験結果（水源利用の適否及び浄水方法の選定をする。）
（原水全項目試験結果の写し）
(4) 水道施設の概要
	施設名
	　名称
	  仕様及び数量

	
	
	

	
	
	


(5) 水道施設の位置、規模及び構造（全施設について明記すること。）
	施設名
	　位置
	 標高（水位）
	   規模
	 　構造

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(6) 浄水方法
（例　消毒のみ方式、緩速ろ過方式、急速ろ過方式等）
(7) 工事の着手及び完了の予定年月日
着　手　　　　　　年　　月　　日
完　了　　　　　　年　　月　　日
３　その他
(1) 主要な水理計算書

